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平成２８年度 第２回経営発達支援事業 評価･見直し結果報告書 

 

１．評価機関名   当麻町商工会 第４回総務委員会 

２．開催日時    平成２９年 ３月２２日（水）１８時３０分 

３．開催場所    ふれあい交流センター輝き ２階研修室 

４．出席者 

（１）外部有識者  当麻町監査委員  西川 泰弘 

          当麻町まちづくり推進課 課長 寺島 正広（欠席） 

（２）商工会    総務委員長 小林 善則 

          総務副委員長 長谷川浩保 

          総務委員 田中敏夫、小西和洋、中島明幸、澤田啓二 

           〃   原 尚司（欠席） 

          事務局長 田中 奉文 

経営指導員 早坂 一則 

５．内容  

  定刻となり、事務局が開会を宣し、小林総務委員長が開会挨拶を行った

後、議事に入る。 

 

（１）平成２８年度事業報告について  

事務局は毎年度、認定計画の実施状況を国へ報告すること及び経営発

達支援事業の評価・見直しを行う仕組みとして、本委員会により PDCA

を機能させていくことを説明した。 

平成２８年度において、経営発達支援事業を推進していく為に実施し

た伴走型小規模事業者支援推進事業の実施状況を「経営発達支援事業

評価シート」【平成２８年度版】により報告を行った。 

 

Ⅰ．経営発達支援事業の内容 

①地域経済動向の調査に関すること  

巡回訪問回数、経済動向情報提供について説明した。巡回訪問回数は

当初の目標を達成したこと、経済動向調査においては、資料を配付し、

情報提供したことを報告。 

②経営状況の分析に関すること  

ネットｄｅ記帳分析件数、経営講習会の開催、専門家派遣回数、広域

連携経営支援会議について説明した。 

概ね目標に近い実績を上げることができたが、専門家派遣回数は実績

がなかったことを報告。 

③事業計画策定支援に関すること  

講習会・個別相談会の開催、講習会出席者数、事業計画策定支援事業

者数、専門家派遣件数について説明した。 

集団による講習会の開催を１回実施したが、事業計画策定支援や専門
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家派遣まではできなかったことを報告。 

④事業計画策定後の支援に関すること  

フォローアップ件数、専門家招へい回数、施策広報について説明した。

施策広報は、概ね目標に近い実績を上げたが、フォローアップや専門

家招へいは実施には至らなかったことを報告。 

⑤需要動向調査に関すること  

需要動向調査、石北四町での調査・分析、ＰＯＳ情報提供事業者数に

ついて説明した。 

需要動向調査、石北四町での調査・分析は概ね目標に近い実績を上げ

たが、ＰＯＳ情報の提供については、実施に至らなかったことから事

業者の掘り起しをすることなど報告。 

⑥新たな需要の開拓に資する支援に関すること  

イベント参加支援事業所数、展示会参加支援事業所数、ＳＨＩＦＴ登

録者数について説明した。イベント参加支援は１社あり、展示会参加

支援やＳＨＩＦＴ登録はなかったことから、今後事業者の掘り起しを

行うことを報告。 

 

Ⅱ．地域経済の活性化に資する取組 

  イベントにおいて、個店の商品ＰＲ，販路拡大につながったことを報告。 

 

Ⅲ．経営発達支援事業の円滑な実施に向けた支援力向上のための取組 

  ①他の支援機関との連携を通じた支援ノウハウ等の情報交換に関する  

こと 

  日本政策金融公庫、石北四町市場協議会の経営支援会議での情報交換の 

取組みについて報告。 

②経営指導員等の資質向上等に関すること  

職員の研修会等への派遣、職員会議の開催について報告。 

 

以上説明を行い、別紙の評価で委員全員が承認した。 

 

（３）平成２９年度事業計画及び予算について  

  事務局は別紙資料に基づき、伴走型小規模事業者支援推進事業を活用し

て平成２９年度事業の実施を計画している旨の説明を行い、委員全員が

承認した。 

 

（４）事業の評価・見直し結果の内容について  

  外部有識者からの意見等は下記のとおり。 

・経営発達支援事業を行うことの事業者へのメリットの説明をする。 

  ・小規模事業者の掘り起しをすること。 

・経営発達支援事業の内容を広く周知するために情報発信の強化をする。 
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 その他、事務局は意見等を求めたが特に発言はなく、総務委員会を閉会し

た。時に１９時１５分 

 

 

 


